
教科 科  目 単位数 学年・クラス 

家庭 服飾手芸 ２ ３年１組 

 

１ 使用教材 

使用教科書 - 

出版社 - 

副教材等  

出版社 - 

 

２ 学習の目標 

１ 手芸の種類と特徴及び変遷、各種手芸の技法などについて理解し、関連する技術を身に付

ける。 

２ 手芸の美的価値及び製作工程に関する課題を発見し、手芸品の制作と服飾への活用を担う

職業人として合理的かつ創造的に解決する力を養う。 

３ 手芸品の製作を目指して、創造的な製作と服飾への活用に主体的に取り組む態度を養う。 

 

３ 評価の観点・方法 

評価の観点 内        容 

① 知識・技能 
刺しゅう、編物、染色、織物及びその他手芸等生活を充実させるた

めに必要な知識や基礎的な技術を身に付けている。 

② 思考・判断・表現 

手芸の美的価値及び製作工程に関する課題を発見し、手芸品の制作

と服飾への活用を担う職業人として合理的かつ創造的に解決する力を

身に付けている。 

③ 主体的に学習に取

り組む態度 

手芸品の製作を目指して、創造的な製作と服飾への活用に主体的に

取り組む態度を身に付けている。 

 

評価方法 
観点別重要度 

主な評価項目 
① ② ③ 

学習状況の観察 A A A 授業態度、授業振り返りシート 

実習作品 A A A 作品の出来栄え、指示した時期に提出 

 - - -  

※表中の A・B・C は評価の重要性を高い順に表している。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習計画 

学
期 学 習 内 容 学習のねらい 

１
学
期 

１ 刺しゅう 

（1）刺しゅうの種類と特徴 

 

 

 

 

 （2）刺しゅう作品の製作 

 

 

刺しゅうの種類と特徴を理解し、その表現効果につ

いて考察するとともに、創造的な製作と服飾への活用

ができるようにする。 

刺しゅうの変遷について理解し、どのような移り変

わりを経て、現在の生活に活用されているのかなどに

ついて地域の伝統文化などと関わらせて考察する。 

フランス刺しゅうの材料と用具、デザイン、基礎的

な刺し方の技法、仕上げなどについて実習を行う。 

 製作を行い、作品の鑑賞を行う。 

 

２
学
期 

２ 羊毛フェルト 

（1）羊毛フェルトの特徴 
 （2）羊毛フェルトの作品製作 

 

 

 

 

３ 卒業記念品作り 

 （つまみ細工） 

 

羊毛フェルトの材料と用具について理解し、基礎的

な技術を習得する。 
羊毛フェルトを使って、自由に作品を製作する。 

作品の鑑賞を行う。 

 
  
 

つまみ細工の構成と製作に関する知識と技術を習得す

る。 

 

３
学
期 

３ 卒業記念品作り 

 （つまみ細工） 

 

つまみ細工の材料の種類と特徴について理解し、製作

する小物のデザインや使用目的に合った材料の適切な選

択と取り扱いができるようにする。 

 

 

 


